
遊
び・
訪
ね
る

歴
史
も
自
然
も
食
も

楽
し
み
満
載

宮城県涌谷町

涌谷町
観光ガイド 涌

谷
を

わ
が
国
最
初
の
産
金
地

　
　伊
達
騒
動
ゆ
か
り
の
城
下
町

わ

　
　く

や

涌谷町
観光ガイド

宮城県涌谷町
産業振興課

〒987-0192 遠田郡涌谷町字新町裏153 -2
TEL（0229）43-2119　FAX（0229）42-3313
URL :http://www.town.wakuya.miyagi.jp/
E-mail :gr-shoukou@town.wakuya.miyagi.jp



　
百
済
王
敬
福
は
、聖
武
天
皇
発
願

の
大
仏
建
立
に
あ
た
り
天
平
二
十
一

（
七
四
九
）年
に
、陸
奥
国
小
田
郡
か

ら
産
出
の
黄
金
九
百
両
を
献
じ
ま

し
た
。聖
武
天
皇
は
光
明
皇
后
、皇

太
子（
阿
倍
内
親
王
、後
の
孝
謙
天

皇
）以
下
を
伴
い
、建
立
中
で
あ
っ

た
大
仏
に
こ
の
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。年
号
も
天
平
か
ら
天
平
感
宝

と
改
め
る
な
ど
、国
家
的
な
慶
事
と

し
て
大
々
的
に
祝
い
ま
し
た
。

「
何
？ 

黄
金
九
百
両
っ
て
!

　

  

小
判
で
も
見
つ
か
っ
た
の・・・
？
」

　
い
や
い
や
、そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

奈
良
時
代
の
天
平
年
間
。

こ
こ
涌
谷
で
黄
金
を
産
出
。

そ
の
黄
金
九
百
両（
約
十
三
㎏
）は
、

東
大
寺
の
大
仏
建
立
で

大
量
の
黄
金
を
必
要
と
し
て
い
た

平
城
京
に
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

涌
谷
町
は『
日
本
初
の
産
金
聖
地
』と
し
て

歴
史
に
名
を
刻
ん
だ
の
で
す
。

こ
う
し
た
史
実
に
触
れ
る
と
、

奈
良
時
代
の
ロ
マ
ン
に
出
会
え
る
よ
う
で

『
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
』し
て
き
ま
せ
ん
か
・・・
。

　
涌
谷
町
は
ま
た
、仙
台
藩
一
門

「
涌
谷
伊
達
家
」の
城
下
町
と
し
て

懐
の
深
い
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
時
、日
常
か
ら
の
喧
騒
を
離
れ
、

涌
谷
の
文
化
や
食
を
楽
し
む
の
も
い
い
も
の
で
す
。

涌
谷
で
の
散
策
は
、新
た
な
発
見
を

届
け
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
あ
、ぶ
ら
り
涌
谷
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
!

百
済
王

く

だ

ら

の

こ

に

き

し

「
黄
金
九
百
両
の
里
」へ

よ
う
こ
そ
!

ぶ
ら
り
旅・涌
谷
の
散
策
路

　
涌
谷
伊
達
家
四
代
安
芸
宗
重
は
、

新
田
開
発
や
城
下
町
の
建
設
に
力

を
尽
く
し
た
名
君
で
す
。寛
文
十
一

年（
一
六
七
一
）仙
台
藩
政
の
現
状

を
憂
い
、一
門
の
重
鎮
と
し
て
藩
を

安
泰
さ
せ
た
い
と
願
い
幕
府
に
訴

え
出
ま
し
た
。し
か
し
、評
定
の
場

で
非
業
の
最
期
を
遂
げ
ま
し
た
。こ

れ
が
寛
文
事
件（
伊
達
騒
動
）で
す
。

安
芸
の
死
は
世
の
人
々
か
ら「
武
と

い
い
、忠
と
い
い
、無
双
の
侍
」と
深

く
惜
し
ま
れ
ま
し
た
。

特集特集特集特集特集 特集
【
ぶ
ら
り
歴
史
ロ
マ
ン
・
1
】

天
平
の
産
金
地 

陸
奥
国
小
田
郡
黄
金
山

陸
奥
国
、始
め
て
黄
金
を
貢
る
 
・
・
・
・

2

蘇
れ
！ 

黄
金
九
百
両

天
平
ろ
ま
ん
館
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

4

四
季
折
々
の
感
動
と
の
出
会
い

涌
谷
町
イ
ベ
ン
ト
案
内
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

6

飲
食
店
・
宿
泊
施
設
案
内

涌
谷
町
観
光
マ
ッ
プ
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

8

【
ぶ
ら
り
歴
史
ロ
マ
ン
・
2
】

奥
州
鎮
護
の
名
刹

箟
峯
寺（
奥
州
三
十
三
観
音
霊
峰
箟
岳
山
）・
・
・
・
・

12

【
ぶ
ら
り
歴
史
ロ
マ
ン
・
3
】

伊
達
騒
動
ゆ
か
り
の
地

涌
谷
要
害
と
伊
達
安
芸
宗
重
 
・
・
・
・
・

14

【
ぶ
ら
り
歴
史
ロ
マ
ン
・
4
】

小
田
郡
内（
現
遠
田
郡
の
東
半
分
）の
古
代
墓

追
戸
・
中
野
横
穴
墓
群
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

16

【
ぶ
ら
り
歴
史
ロ
マ
ン
・
5
】

豊
か
な
大
地
に
根
ざ
し
た
縄
文
の「
ム
ラ
」

国
史
跡
・
長
根
貝
塚
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

17

体
が
ポ
カ
ポ
カ
す
る
と
心
も
あ
た
た
ま
る

わ
く
や
天
平
の
湯
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

18

涌
谷
町
の
特
産
品

涌
谷
か
ら
の「
お
も
て
な
し
」
 
・
・
・
・
・
・

19

涌谷町
縁のある

人物
（698～766）

敬
福

き

ょ

う

ふ

く

伊
達

だ

　

 

て

涌谷町
縁のある

人物
（1615～1671）

安
芸
宗
重

あ

　

　

き

　

 

む

ね

　

し

げ

日本遺産
構成文化財

日本遺産
構成文化財



■
最
北
限
の
万
葉
歌
碑

　

  

揮　

は
山
田
孝
雄
博
士

　

大
仏
様
の
鍍
金
に
は
約
六
○
㎏
の

金
が
必
要
で
、
百
済
王
敬
福
が
献
上
し

た
最
初
の
金
の
九
百
両（
約
十
三
㎏
）

は
¼
弱
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
政
府
は
、
天
平
勝し
ょ
う
ほ
う宝
四

年（
七
五
二
）春
、
陸
奥
国
多
賀
郡
か

ら
北
の
諸
郡
の
成
年
男
子
に
黄
金
を

納
め
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
金
の
調
達

を
は
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

現
在
の
宮
城
～
岩
手
に
ま
た
が
る

「
み
ち
の
く
」で
は
、
砂
金
を
洗
い
取

る
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
巻
き
起
こ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
や
が
て

中
尊
寺
金
色
堂
の
建
立
と
い
う
形
で

あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
す
。

　

古
代
の
金

は
砂
金
で
す
。

黄
金
山
の
砂

金
は
北
上
山

地
を
供
給
源

と
し
て
堆
積

し
た
含
金
礫
層
が
大
洪
水
な
ど
で
長

年
の
間
に
洗
い
出
さ
れ
た
も
の
で
、

金
の
純
度
が
極
め
て
高
い
の
で
す
。

天
平
ろ
ま
ん
館
の
展
示
物「
涌
谷
町

の
黄
金
マ
ッ
プ
」は
、
砂
金
の
採
れ
る

二
十
五
カ
所
を
印
し
て
い
ま
す
。
町

内
の
地
名
に
も
砂
金
採
取
の
由
来
を

伝
え
る
黄
金
迫
・
黄
金
沢
・
黄
金
橋
・

金
流
水
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

六
六
○
年
に
百
済
が
滅
亡
し
た

際
に
、
同
盟
国
だ
っ
た
日
本
に
多
く

の
人
々
が
渡
来
し
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
様
々
な
技
術
者
が
い
て
、
砂
金

採
取
の
方
法
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
れ

を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
産
金
功
労
者

に
は
渡
来
人
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
ゆ
か
り
か
ら
、
遺

跡
に
隣
接
す
る
『
天
平
ろ
ま
ん
館
』

で
は
、
百
済
の
都
扶ぷ

餘よ

で
出
土
し
た

香
炉
や
百
済
王
の
礼
服
を
復
元
し

て
展
示
す
る
な
ど
日
韓
友
好
に
つ

と
め
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
五
年

三
月
に
扶
余
郡
林
川
面
と
友
好
都

市
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
韓
国
と

の
交
流
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

涌
谷
町
の
日
本
初
の
産
金
か
ら
は

じ
ま
る
「
み
ち
の
く
の
金
」に
ま
つ
わ

る
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
ち
の
く
の
金
の
象
徴
で
あ
る

「
中
尊
寺
金
色
堂
」（
平
泉
町
）
と
奥

州
藤
原
氏
と
関
わ
り
の
深
い
産
金
地

に
あ
る
田
束
山
経
塚
群（
南
三
陸
町
・

気
仙
沼
市
）。
江
戸
時
代
、
伊
達
を

支
え
た
玉
山
金
山（
陸
前
高
田
市
）と

現
世
利
益
を
も
た
ら
す
霊
地
と
な
っ

た
金
華
山
詣（
石
巻
市
）。
明
治
以
降
、

モ
ン
ス
タ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
採
掘
し
た

鹿
折
金
山
と
近
代
鉱
山
化
し
た
大
谷

鉱
山（
気
仙
沼
市
）。

　

涌
谷
町
を
基
点
に
各
地
を
ス
ト
ー

リ
ー
で
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

黄こ

が

ね

や

ま

金
山
の
金

　

天
平
二
十
一
年（
七
四
九
）の
春
、

奈
良
東
大
寺
の
大
仏
鋳
造
は
完
成
に

近
づ
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
銅
造

の
仏
体
を
鍍
金
す
る
肝
心
の
金
が
足

ら
ず
聖
武
天
皇
を
は
じ
め
関
係
者
の

憂
慮
が
深
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
時
、
陸
奥
国
守
百く
だ
ら
の
こ
に
き
し
き
ょ
う
ふ
く

済
王
敬
福
が

小
田
郡（
現
遠
田
郡
東
部
）の
黄
金
山

（
現
遠
田
郡
涌
谷
町
の
黄
金
山
神
社

一
帯
の
山
）か
ら
産
出
し
た
黄
金
を

献
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
国
内
で
最
初
の
産

金
事
件
と
し
て
祝
福
さ
れ
、
天
皇
は

宣
命
を
発
し
、
年
号
を
「
天
平
感
宝
」

と
改
め
、
大
赦
や
税
の
免
除
、
叙
位

な
ど
を
矢
つ
ぎ
早
に
行
い
ま
し
た
。

　

天
平
産
金
の
興
奮
は
越
中
国（
富

山
県
）に
も
伝
わ
り
、
越
中
守
大
伴
家

持
は
「
陸
奥
国
よ
り
金く
が
ね
を
出い
だ

せ
る
詔

書
を
賀ほ

く
歌
」を
詠
み
、
長
歌
一
首
と

反か
え
し

歌う
た

三
首
を
『
万
葉
集
』に
の
こ
し

て
い
ま
す
。

　

歌
碑
は
反
歌
の
一
首
で
あ
る
と
こ

ろ
の

　

天す
め
ろ
き皇

の
御み

代よ

栄さ
か

え
む
と
東あ

づ
ま

な
る

　
陸み

ち
の
く
や
ま

奥
山
に
金く

が
ね

花
咲
く

を
万
葉
仮か

名な

で
刻
し
た
も
の
で
す
。

　

黄
金
山
の
産
金
を
今
日
に
伝
え
て

い
る
神
社
で
す
。
こ
の
神
社
名
は
一

○
世
紀
初
め
の
『
延
喜
式
』に
「
小
田

郡
一
座
」の
官
社
と
し
て
載
る
の
が

最
初
で
す
が
、
天
平
の
産
金
当
時
に

存
在
し
て
お
り
、
産
金
の
功
労
者
と

し
て
、「
金
を
出
せ
る
山
」の
神
を
祀

る
神
主
も
叙
位
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
に
は
、
天
平
の
仏
堂
跡
を
は

じ
め
、
今
日
な
お
砂
金
の
採
れ
る
沢
、

万
葉
歌
碑
、
日
本
黄
金
始
出
地
碑
等

が
あ
り
、
国
史
跡「
黄
金
山
産
金
遺

跡
」の
中
心
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

陸
奥
国
、始
め
て

　
　
黄
金
を
貢た

て
ま
つ

る

天
平
の
産
金
地 

陸
奥
国
小
田
郡
黄
金
山

【ぶらり歴史ロマン .1】
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

日
本
遺
産「
み
ち
の
く

G
O
L
D
浪
漫
」

黄こ

が

ね

や

ま

金
山
の
産
金

■百済王敬福（イメージ像） 698 〜 766
　  くだらのこにきしきょうふく
百済国王の子孫で、八世紀中頃の官人として活
躍しました。東北経営でも長年にわたって活
躍しましたが、なかでも令名を馳せたのが陸奥
国守在任中の天平 21 年春、小田郡黄金山から
産出の黄金を大仏鍍金用として献上したこと
でした。これにより従三位を授けられました。

【天平ろまん館に展示】

延
喜
式
内

黄
金
山
神
社

万
葉
歌
碑

■百済人望郷の碑 くだらじんぼうきょうのひ
2004 年在日韓国人の民団と同町が協力し日韓友好と望郷のあかしとして、天平
ろまん館前に建立しました。

韓
国
と
の
交
流

今
も

■延喜式内 黄金山神社
　　えんぎしきない　こがねやまじんじゃ
現拝殿は、奈良時代の仏堂跡の手前に天保
8年（1837）に建てられました。境内には「万
葉歌碑」と「日本黄金始出地碑」があります。

 

M A P

P9�

■
金
銅
龍
鳳
蓬
莱
山
香
炉（
複
製
） こ
ん
ど
う
り
ゅ
う
ほ
う
ほ
う
ら
い
ざ
ん
こ
う
ろ

百
済
6
世
紀
。
金
銅
製
。
高
さ
6
4
cm
1
9
9
3
年
韓
国
扶
餘
陵
山
里（
ぷ
よ
ぬ
ん
さ

ん
り
）で
出
土
し
ま
し
た
。扶
餘
は
、6
〜
7
世
紀
、百
済
最
後
の
都
の
あ
っ
た
場
所
で
す
。 

香
炉
は
蓮
の
花
、
龍
、
鳳
凰
な
ど
の
図
像
で
精
緻
に
装
飾
さ
れ
、
百
済
芸
術
の
逸
品
で
す
。

【
天
平
ろ
ま
ん
館
に
展
示
】

日本遺産構成文化財

■
砂
金
採
り
の
道
具 

さ
き
ん
と
り
の
ど
う
ぐ

箟
岳
山
の
沢
で
砂
金
採
り
が
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を

表
す
も
の
で
す
。

「日本遺産とは」
日本各地には、それぞれの地域の歴史や風土に根差した、豊かで魅力あふれる建物や美術品、お祭りや
行事、昔の人びとの生活を語る遺跡や遺物など、守り・伝え・残されてきた文化財があります。
それらの文化財を通して地域の歴史的魅力や特色を示す風習や文化としてまとめた
ストーリーを、文化庁が認定する仕組みです。

各地域の日本遺産をもっと詳しく知りたい方はこちらをご覧ください。
日本語 ▼ 　https://japan-heritage.bunka.go.jp/
英　語 ▼ 　https://www.tohoku-golden-route.com/
タ　イ ▼ 　https://th.tohoku-golden-route.com/
簡体字 ▼ 　https://zh.tohoku-golden-route.com/
繁体字 ▼ 　https://tw.tohoku-golden-route.com/

天平の仏堂
黄金山神社の本殿後方から玉垣の位
置に産金を仏に感謝した仏堂が建て
られました。屋根瓦に「天平…」と年
号を書いたものがあります。仏堂の
礎石は神社拝殿の土台石として転用
されています。

【天平ろまん館に展示】

コ  ラ  ム

文様瓦のセット
上 重弁蓮花文軒丸瓦／下 扁行唐草文軒平瓦

（デザインは陸奥国分寺と同じです。天平の
仏堂も官寺のあつかいでした。）

瓦製の宝珠
（天平のへら書があります）

涌谷町観光ガイド 23 涌谷町観光ガイド



直売所直売所

歴史館歴史館

Ｐ

Ｐ 黄金山神社

茶室くがね庵

日本北限の万葉歌碑

Ｗ.Ｃ
あずま屋

歌碑
モニュメント
「天平の仏様」

国道346号国道346号

至松島

至気仙沼

砂金採取体験施設

遺跡広場
史跡ゾーン

天平ろまん館

砂金採り体験場
展示室

事
務
室WC

WC

歴史館受付展示室

黄金山神社くがね庵
（徒歩3分）

入口

中庭 研修室
涌谷
キッチン

直売所

天平ろまん館 施設案内
館内には「天平産金」をテーマに
した歴史館、砂金採り体験場、
直売所、多目的に使える研修室
などがあり、公園内には気軽に
抹茶が味わえ茶会などにも利用
できる茶屋「くがね庵」がありま
す。

蘇
れ
!
黄
金
九
百
両■くがね庵

床の間に金箔をあしらった茶室で、庭の「水琴窟」
が風雅な水音を聞かせてくれます。くがね庵で
は気軽に抹茶が味わえるほか、茶会などにも利用
できます。

天
平
ろ
ま
ん
館

■歌われた産金地
大伴家持が「万葉集」に残した産金を祝う歌と、
みちのくにゆかりの万葉の歌を紹介しています。

　
天
平
二
十
一
年（
七
四
九
）、陸
奥
国
守
の
百
済
王
敬
福
は
小
田
郡
よ
り
黄
金
が
産
出

し
た
こ
と
を
報
告
、九
百
両（
約
十
三
kg 

）の
金
を
献
上
し
ま
し
た
。

　
聖
武
天
皇
は
、
こ
れ
を
国
始
ま
っ
て
以
来
は
じ
め
て
の
産
金
と
大
い
に
慶
び
、
国
家

事
業
で
あ
っ
た
東
大
寺
大
仏
の
建
立
を
完
成
へ
と
導
き
ま
し
た
。

　
天
平
ろ
ま
ん
館
で
は
、
日
本
古
代
史
上
に
特
筆
さ
れ
る
こ
の
「
天
平
産
金
の
地
」を
、

今
に
甦
ら
せ
て
い
ま
す
。

■天然金塊 ( ロシア産 816g)

日本遺産
構成文化財

■仁王像
天保14年（1843）作。日本でもめずらしい柔和な尊容で「ほほえみ仁王」と呼ばれています。

■
寛
文
の
鐘 （
町
指
定
有
形
文
化
財（
工
芸
品
））

伊
達
騒
動
で
原
田
甲
斐
の
凶
刃
に
倒
れ
た
、
伊
達
安
芸
宗
重
公
の
供
養
の
意
味
も
含
め
、
5
代
を
継
い
だ
宗
元
公
が
寛
文
1
1
年

（
1
6
7
1
）に
奉
納
し
た
鐘
。
観
音
堂
の
裏
側
に
あ
り
、
大
晦
日
、
N
H
K
の
除
夜
の
鐘
と
し
て
何
度
も
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

■令和の鐘 （新たな梵鐘）
令 和 2 年 に 寺 開 山 1250 年 と
宗重公 350 年遠忌が重なる適
期として新たな梵鐘が鋳造さ
れ架け替えられました。

涌谷涌谷

くがね創庫
●
くがね創庫
●

上涌谷 石 巻 線

●わくや天平の湯

●黄金山神社
●天平ろまん館

●
箟峯寺

涌谷城跡 城山公園
●
涌谷城跡 城山公園
●

346 108

●見龍寺●見龍寺
妙見宮
●
妙見宮
●

173

150

61

■かたくりの群生
4月上旬から中旬にかけて
かたくりの花が楽しめます。

　

箟
峯
寺（
箟
岳
観
音
）の
あ
る
箟
岳

山
頂
上
か
ら
は
晴
天
の
時
は
北
西
に

栗
駒
山
、
鬼
首
連
峰
、
北
は
登
米
平

野
、
旧
迫
川
と
迫
川
、
東
に
は
北
上

川
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
、
東
南
に
は

石
巻
港
や
牡
鹿
半
島
が
望
め
ま
す
。

西
は
大
崎
穀
倉
地
帯
が
ひ
ら
け
、
薬

莱
山
、
船
形
山
を
は
じ
め
奥
羽
山
脈

も
遠
望
で
き
る
す
ば
ら
し
い
眺
望
の

な
か
、
樹
齢
九
〇
〇
有
余
年
の
親
子

杉
が
あ
り
ま
す
。（
夫
婦
、
太
郎
杉
、

次
郎
杉
、
三
郎
杉
、
四
郎
杉
）

　

北
側
の
斜
面
に
は
か
た
く
り
（
四

月
初
～
中
旬
）が
一
面
に
咲
く
。

　

白
山
堂
の
前
に
は
ど
う
だ
ん
つ
つ

じ
の
紅
葉（
十
一
月
頃
）が
見
頃
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
初
夏
、
初
秋
の
朝
に
は
雲
海

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
景
観
、箟の

の

だ

け

さ

ん

岳
山 

（
標
高
二
三
六
m
）

■天台宗 箟峯寺 こんぽうじ  

住 宮城県遠田郡涌谷町箟岳字神楽岡1 
問 ☎0229-45-2251

M A P

P10�

JR 涌谷駅ー車で20分（約7km）ー箟峯寺

歴 史 ロ マ ン コ ー ス
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■涌谷神社
涌谷伊達家四代伊達安芸宗重公
を祭神として、大正 9 年（1920）に
建てられました。境内には宗重
公の胸像があります。

■太鼓堂
涌谷要害石垣の上に建つ二層櫓。
天保 4 年（1833） の再建と伝えら
れ、仙台藩内に唯一遺る貴重な鼓
楼建築として知られています。

　

涌
谷
伊
達
家
が
拝
領
し
た
知
行
地

は
、遠
田
郡
三
十
一ヶ
村
、牡
鹿
郡
一
ヶ

村
、
磐
井
郡
一
ヶ
村
の
計
三
十
三
ヶ

村
に
お
よ
び
ま
す
。
な
か
で
も
涌
谷

要
害
を
中
心
と
し
た
十
ヶ
村
は
涌
谷

伊
達
家
の
家
臣
団
で
構
成
さ
れ
る
村

で
し
た
。
城
下
に
は
宿
場
町
が
つ
く

ら
れ
、
地
域
経
済
の
拠
点
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

天
正
十
九
年

（
一
五
九
一
）、
伊

達
政
宗
の
命
に

よ
り
涌
谷
伊
達
家（
亘
理
家
） 

が
入
城
し
、
涌
谷
伊
達
家
の
居

館
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
仙
台
藩
で
は
、
重
要
な
家
臣
の

居
館
と
な
っ
た
「
城
地
の
様
な
所
」を
「
要
害
」な
ど
と
呼
ん
だ

の
で
、「
涌
谷
要
害
」と
い
い
ま
す
。
明
治
維
新
を
迎
え
る
ま
で
、

地
域
の
中
心
と
し
て
機
能
し
、
現
在
は
町
の
公
園
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
要
害
正
面
の
登
城
路
脇
に
設
け
ら
れ

た
石
垣
・
太
鼓
堂
が
往
時
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

近
世
の
涌
谷
は
、伊
達
家
一
門
の
「
涌
谷
伊
達
家
」が
治
め
る

近
世
の
涌
谷
は
、伊
達
家
一
門
の
「
涌
谷
伊
達
家
」が
治
め
る

二
万
二
千
六
百
石
の
城
下
町
。

二
万
二
千
六
百
石
の
城
下
町
。

今
も
秋
に
は
黄
金
色
の
稲
穂
が
風
に
た
な
び
き
、

今
も
秋
に
は
黄
金
色
の
稲
穂
が
風
に
た
な
び
き
、

町
を
歩
け
ば
往
時
を
偲
ぶ
事
が
で
き
ま
す
。

町
を
歩
け
ば
往
時
を
偲
ぶ
事
が
で
き
ま
す
。

涌
谷
要
害
と

　
伊
達
安
芸
宗
重

伊
達
騒
動
ゆ
か
り
の
地 

【ぶらり歴史ロマン .3】

涌
谷
城
下
の
に
ぎ
わ
い

（ 

嘉
永
七
年
・
一
八
五
四
）

涌
谷
要
害
（
涌
谷
城
跡
）

■史料館
町のシンボルとしてつくられた天守閣を
模した形の史料館。涌谷伊達家に関する
史料を中心に、原始～近代までの考古・歴
史・民俗資料をテーマ展示しています。
料　　金／一　　般／ 300円（250円）
　　　　　高  校  生／ 100円（50円）
　　　　　小中学生／ 100円（50円）

（　）内は20名以上の団体料金の場合
開館時間／4 ～ 11 月 9:00 ～ 16:00
休  館  日／毎週水曜日

 

住 涌谷町涌谷字下町3-2
問 ☎0229-42-3327

M A P

P9�

近
世
の
涌
谷
は
、伊
達
家
一
門
の
「
涌
谷
伊
達
家
」が
治
め
る

二
万
二
千
六
百
石
の
城
下
町
。

今
も
秋
に
は
黄
金
色
の
稲
穂
が
風
に
た
な
び
き
、

町
を
歩
け
ば
往
時
を
偲
ぶ
事
が
で
き
ま
す
。

嘉永 7 年 1854 年頃に描かれた絵巻

桜まつりと東北輓
ばん

馬
ば

競技大会
涌谷要害跡を訪れるなら、4月中旬の「桜まつり」期間がオススメ。「城山
公園」として整備され約500本の桜が咲き乱れる「桜の名所」として知られ
ています。夜にはライトアップされ、川面に映る桜の姿も楽しめます。
また、「桜まつり」のメインイベントとして開催されるのが東北輓馬競技大
会。階級ごとに違う荷重を乗せたソリを引いた馬が、直線120m のコース
で2カ所の障害を乗り越えるタイムレースです。満開の桜のもと人馬一体
となって繰り広げられる熱戦は、毎年大きな歓声と拍手に包まれます。

住
産業振興課
　 宮城県遠田郡涌谷町字新町裏153番地2
問 ☎0229-43-2119

コ  ラ  ム

涌谷町観光ガイド �

涌谷涌谷

くがね創庫
●
くがね創庫
●

上涌谷 石巻線

●わくや天平の湯

●黄金山神社
●天平ろまん館

●
箟峯寺

●見龍寺●見龍寺
妙見宮
●
妙見宮
●

涌谷城跡 城山公園
●
涌谷城跡 城山公園
●

346 108

173

150

61

死を覚悟し幕府に訴え出る宗重公の決意を聞き、重臣 10 名も団結し宗
重公についてゆくこととした血判誓紙。（涌谷町立史料館展示）

　

涌
谷
伊
達
家
四
代
の
安
芸
宗
重
公

の
時
、万
治
二
年（
一
六
五
九
）、涌
谷

伊
達
家
の
知
行
高
は
二
万
二
千
六
百

石
と
な
り
ま
し
た
。
天
正
十
九

年（
一
五
九
一
）、
涌
谷
伊
達
家
が

こ
の
地
へ
と
移
っ
て
き
た
時
は
、

八
千
八
百
五
十
石
。
わ
ず
か
約
七
〇

年
弱
で
二
倍
以
上
、
谷
地
の
多
か
っ

た
こ
の
地
を
、
現
在
に
つ
な
げ
る
豊

麗
な
大
地
へ
と
変
え
た
の
は
、
当
時

の
人
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
他
な
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
藩
政
は
四
代
藩
主
と

な
っ
た
幼
若
亀
千
代
の
後
見
役
に
よ

る
政
治
に
よ
っ
て
足
並
み
が
そ
ろ
わ

ず
、
い
ざ
こ
ざ
が
続
き
、
藩
の
行
く

末
が
危
惧
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

宗
重
公
は
、
領
内
に
起
き
た
谷
地

分
け
問
題
の
裁
定
を
悪
政
の
材
料
と

し
て
立
ち
上
が
り
、
手
を
尽
く
し
て

「
陸
奥
守
様
の
御
為
に
」と
藩
政
の
安

泰
を
幕
府
に
上
請
し
ま
し
た
。

　

幕
府
大
老
の
裁
定
を
迎
え
る
こ
と

と
な
っ
た
寛
文
十
一
年（
一
六
七
一
） 

三
月
二
十
七
日
、
審
問
の
休
憩
中
に

反
対
派
の
原
田
甲
斐
の
凶
刃
で
、
宗

重
公
は
非
業
の
最
期
を
と
げ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
宗
重
公
が
命

を
賭
け
て
訴
え
た
「
国
と
家
臣
た
ち

の
安
泰
」へ
の
想
い
は
し
っ
か
り
と
幕

府
に
届
き
ま
し
た
。
後
見
役
に
よ
る

政
治
は
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

仙
台
藩
は
安
堵
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

事
件
後
、
亀
千
代
改
め
伊
達
綱
基

（
の
ち
綱
村
）公
は
、
宗
重
公
の
提
出

し
た
書
類
に
つ
い
て
、「
治
国
の
基
」

と
讃
え
た
手
紙
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

涌
谷
伊
達
家
の
菩
提
寺
・
海
雲
山

見
龍
寺
境
内
に
は
、
第
四
代
伊
達
安

芸
宗
重
公
以
下
、
歴
代
の
涌
谷
伊
達

家
の
墓
所
が
あ
り
、「
見
龍
廟
」
と

呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
伊
達
安
芸
宗
重
公
の
霊

屋「
見
龍
院
霊
屋
」
は
寛
文
十
三
年

（
一
六
七
三
） 

の
竣
工
で
、
内
部
の
厨

子
に
宗
重
公
の
木
座
像
を
安
置
し
て

お
り
、
宮
城
県
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
達
安
芸
宗
重
と
伊
達
騒
動

■見龍院霊屋 けんりゅういんおたまや

県指定有形文化財（建造物）
寛文 13 年（1673） 上棟。二間四方、屋根宝形造。総欅。
内部は平石を敷き詰めた土間形式で、壇上に宗重公木座像
を納めた厨子を置く。墓所門前の石造五重塔、水盤・盥石と
ともに宮城県指定文化財。また廟の西隣には宗重夫人の「長
巌院霊屋」が立ち並び、周囲を歴代館主と夫人の霊屋・墓石
が取り囲んでいます。

 

住 涌谷町涌谷字龍渕寺5番地 
問 ☎0229-43-3001（生涯学習課）

涌
谷
伊
達
家
墓
所
（
見
龍
寺
）

■伊達安芸宗重公像
　  だてあきむねしげこうぞう
延宝 4 年（1676）に武州豊嶋郡の仏師、
竹内右京が制作しました。衣冠束帯姿
で座し、廟内には仙台藩主伊達綱村が
書した「尽忠」の二字が掲額されてい
ます。

M A P

P9�

M A P

P9�■妙見宮（神明社）拝殿
　　みょうけんぐう （しんめいしゃ） はいでん
県指定有形文化財（建造物）元禄 10 年（1697） 創建で、当初は本殿として建築され、享
和 3 年（1809）、現本殿が建築された際拝殿となりました。涌谷伊達家の氏神を祀り、
杉木立に囲まれた境内には、凛とした雰囲気がただよいます。毎年、秋の例大祭には
町指定文化財の「古式獅子舞」が奉納されます。

 

住 涌谷町涌谷字日向町48 
問 ☎0229-42-2619（涌谷神社）

JR涌谷駅ー車で5分（約1.5km）ー城山公園ー
ー（約0.5km）ー妙見宮ー（約0.5km）ー見龍寺

歴 史 ロ マ ン コ ー ス

� 涌谷町観光ガイド
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横
穴
墓
と
は
、
凝
灰
岩
や
砂
岩
層
の
丘
陵
斜
面
に
、
横
か
ら
穴
を

掘
っ
て
墓
室
を
つ
く
り
死
者
を
埋
葬
し
た
施
設
で
、群
集
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
五
世
紀
後
半
に
九
州
北
部
で
造
り
始
め
ら
れ
、
以
後
七
世

紀
初
頭
ま
で
に
は
北
陸
・
東
北
南
部
ま
で
拡
が
り
、
七
世
紀
後
半
か
ら

八
世
紀
に
か
け
爆
発
的
に
増
加
し
ま
し
た
。
古
墳

時
代
終
末
期
の
墓
制
形
態
の
一
つ
で
、
そ
の

構
造
は
複
数
人
の
埋
葬
に
適
し
て
い
ま
す
。

　
涌
谷
町
内
に
は
、
小
塚
の
追
戸
・
中
野

地
区
や
洞
ヶ
崎
地
区
、
さ
ら
に
上
郡
一
区

の
一
簣
地
内
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

追
戸
・
中
野
横
穴
墓
群

【ぶらり歴史ロマン .4】
　
横
穴
墓
と
は
、

灰
岩
や
砂
岩
層
の
丘
陵
斜
面
に
、
横
か
ら
穴
を

掘
っ
て
墓
室
を
つ
く
り
死
者
を
埋
葬
し
た
施
設
で
、群
集
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
五
世
紀
後
半
に
九
州
北
部
で
造
り
始
め
ら
れ
、
以
後
七
世

紀
初
頭
ま
で
に
は
北
陸
・
東
北
南
部
ま
で
拡
が
り
、
七
世
紀
後
半
か
ら

八
世
紀
に
か
け
爆
発
的
に
増
加
し
ま
し
た
。
古
墳

時
代
終
末
期
の
墓
制
形
態
の
一
つ
で
、
そ
の

構
造
は
複
数
人
の
埋
葬
に
適
し
て
い
ま
す
。

　
涌
谷
町
内
に
は
、
小
塚
の
追
戸
・
中
野

地
区
や
洞
ヶ
崎
地
区
、
さ
ら
に
上
郡
一
区

の
一
簣
地
内
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

小
田
郡
内（
現
遠
田
郡
の
東
半
分
）の
古
代
墓

追
戸
Ａ
地
区
横
穴
墓
群
（
涌
谷
町
指
定
史
跡
）

　

箟
岳
丘
陵
の
南
斜
面
小
塚
の
追
戸
・

中
野
地
区
、
標
高
六
○
ｍ
付
近
の
山
林

内
に
は

灰
岩
質
の
斜
面
に
造
ら
れ

た
二
○
○
基
前
後
の
横
穴
墓
が
一
○

の
単
位
群
に
分
か
れ
て
分
布
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
が
追
戸
・
中
野
横
穴
墓
群
で
、

そ
の
う
ち
の
七
○
基
が
調
査
さ
れ
て

い
ま
す
。
追
戸
Ａ
地
区
の
横
穴
墓
は

追
戸
・
中
野
横
穴
墓
群
を
代
表
す
る
九

基
の
墓
群
で
昭
和
三
十
七
年
に
調
査

さ
れ
、
現
在
は
歴
史
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
号
墳
は
全
長
が
約
一
一
ｍ
、
二
号

墳
は
約
一
○
ｍ
で
Ａ
地
区
内
は
も
ち

ろ
ん
大
崎
地
方
と
し
て
も
最
大
級
の

規
模
に
な
り
ま
す
。

　

両
墓
と
も
に
奥
の
墓
室

（
玄
室
）
は
、
高
さ
約
二
ｍ
、

切
妻
形
の
天
井
を
も
つ
奥

行
・
幅
共
に
三
ｍ
の
堂
々
た

る
も
の
で
、
コ
の
字
状
に
三

棺
座
を
配
し
て
い
ま
す
。

追
戸
・
中
野
横
穴
墓
群
の
造
ら
れ
た
年
代

　

横
穴
墓
の
調
査
に
よ
っ
て
死
者
に

供
献
さ
れ
た
遺
物
が
出
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
埋
葬
さ
れ
た
人
々
が
身
に

つ
け
た
玉
類
な
ど
の
装
身
具
や
武
器

類
・
馬
具
類
の
ほ
か
に
日
常
生
活
で
使

用
し
た
大
量
の
土
器
類
等
で
す
。
そ

の
う
え
で
土
器
の
年
代
を
み
ま
す
と
、

最
も
古
い
の
は
追
戸
Ａ
地
区
横
穴
墓

の
も
の
に
七
世
紀
初
頭
の
土
器
が
あ

り
ま
す
が
、
多
い
の
は
七
世
紀
後
半
以

降
か
ら
八
・
九
世
紀
の
土
器
で
す
。

　

な
お
、
Ａ
地
区
三
号
墳
の
土
器
に

は
、
関
東
北
部
の
土
器
特
有
の
外
面
に

同
心
円
叩
き
目
文
が
あ
る
の
で
関
東

北
部
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
Ｂ
地
区
横
穴
墓
の
土
器

の
中
に
は
、
八
世
紀
初
頭
か
ら
生
産
が

は
じ
ま
っ
た
小
里
長
根
窯
の
製
品
が

ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
ま
す
と

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
初
期
に

か
け
て
横
穴
墓
群
は
さ
か
ん
に
造
ら

れ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

追
戸
・
中
野
横
穴
墓
群
に
葬
ら
れ
た
人
々

　

横
穴
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
の
は
、
ど
う

い
っ
た
人
々
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
Ａ
地
区
一
・
二
号
墳
の
よ
う

な
堂
々
た
る
規
模
を
も
つ
横
穴
墓
や

異
国
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
ト
ン
ボ
玉
と

い
っ
た
副
葬
品
か
ら
考
え
ま
す
と
、
一

般
の
人
々
と
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
お

そ
ら
く
陸
奥
国
府
と
つ
な
が
り
の
あ

る
有
力
者
で
し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
、

小
田
郡
の
郡
役
所
関
係
者
や
小
田
軍

団
の
関
係
者
、
さ
ら
に
は
天
平
年
間
を

中
心
に
黄
金
山（
箟
岳
丘
陵
）で
展
開

さ
れ
た
大
々
的
な
産
金
経
営
の
関
係

者
等
々
を
対
象
者
と
し
て
検
討
す
べ

き
で
し
ょ
う
。

現
在
よ
り
約
一
万
年
ほ
ど
前
、氷
河
期
と
呼
ば
れ
る

気
温
の
寒
い
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ
て
温
暖
化
が
進
み
、

海
岸
線
が
涌
谷
付
近
の
低
地
部
に
ま
で
及
び
ま
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
人
々
は
、生
活
の
中
で
土
器
を
用
い
る
よ

う
に
な
り
、各
地
に
集
落
や
貝
塚
を
築
き
ま
し
た
。

現
在
の
宮
城
県
域
に
は
、二
○
○
以
上
の
貝
塚
が
残
さ
れ
て
お
り
、

涌
谷
の
丘
陵
縁
辺
に
も
、三
○
以
上
の
遺
跡
が

点
在
し
て
い
ま
す
。

国
史
跡
・
長な

が

根ね

貝か

い

づ

か塚

【ぶらり歴史ロマン .5】

豊
か
な
大
地
に
根
ざ
し
た
縄
文
の「
ム
ラ
」

現
在
よ
り
約
一
万
年
ほ
ど
前
、氷
河
期
と
呼
ば
れ
る

気
温
の
寒
い
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ
て
温
暖
化
が
進
み
、

海
岸
線
が
涌
谷
付
近
の
低
地
部
に
ま
で
及
び
ま
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
人
々
は
、生
活
の
中
で
土
器
を
用
い
る
よ

う
に
な
り
、各
地
に
集
落
や
貝
塚
を
築
き
ま
し
た
。

現
在
の
宮
城
県
域
に
は
、二
○
○
以
上
の
貝
塚
が
残
さ
れ
て
お
り
、

涌
谷
の
丘
陵
縁
辺
に
も
、三
○
以
上
の
遺
跡
が

点
在
し
て
い
ま
す
。

　

涌
谷
町
長
根
地
区
に
位
置
す
る
国
史
跡

「
長
根
貝
塚
」は
、
昭
和
四
十
三
年
に
開
田

工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
の
結
果
、
遺
跡
全

体
の
面
積
が
東
西
三
○
○
m
×
南
北
二
五

○
m
に
お
よ
び
、
周
囲
の
斜
面
に
は
貝
層

が
大
き
く
馬ば

て
い
け
い

蹄
形
状
に
分
布
す
る
、
県
内

陸
部
で
も
最
大
級
の
貝
塚
で
あ
る
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、縄
文
時
代
早
期
末
～
晩
期
頃（
約

六
○
○
○
～
二
三
○
○
年
位
前
）ま
で
の

長
期
間
に
わ
た
っ
て
集
落
が
営
ま
れ
て
お

り
、
周
辺
の
集
落
の
拠
点
的
活
動
の
場
と

な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
史
跡
・
長
根
貝
塚

貝
塚
が
物
語
る「
ム
ラ
」の
く
ら
し

　

貝
層
の
大
部
分
は
、
前
期
末
か
ら

中
期
初
め
に
属
す
る
と
み
ら
れ
、
主

と
し
て
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
、
縄
文
時
代

早
期
の
カ
キ
、ハ
マ
グ
リ
、ア
カ
ニ
シ
、

オ
キ
シ
ジ
ミ
ガ
イ
な
ど
の
鹹か

ん
す
い水
産
貝

層
と
後
～
晩
期
の
タ
ニ
シ
な
ど
淡
水

産
貝
層
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
長
い
「
ム
ラ
」の
営
み
の
中

で
、
当
地
域
周
辺
が
海
水
域
か
ら
淡

水
域
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
物
語
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
人
々
の
生

活
も
変
化
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
貴

重
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
貝
層
が
分
布
す
る
内
側
で

は
、
縄
文
時
代
中
期
の
竪
穴
住
居
跡

が
完
全
な
形
で
二
棟
見
つ
か
り
、
宮

城
県
内
で
初
め
て
縄
文
人
た
ち
の

「
イ
エ
」の
復
元
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

昭
和
四
十
五
年
三
月
九
日
、
国
史

跡
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

コ  ラ  ム
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■ A地区 2号墳羡門状況

■  A地区
　 2号墓羡道壁面状況
羡 道 ( 入 口 か ら 玄 室 に 至 る 通
路 ) の側壁には幅 10㎝のノミ痕
が列柱状にのこり、一部に朱彩
( ベンガラ ) が見られます。

■追戸横穴墓群
　A 地区１号墳出土の玉類
上　 左からヒスイ製勾玉、メノウ製勾玉、　

トンボ玉
下　 水晶製切子玉

トンボ玉 ( 径約2㎝ )
透 明 で 紺 色 の 地 玉
に 紺 と 白 の 色 で 同
心 円 文 様 を モ ザ イ
ク 技 法 に よ っ て 配
し て い ま す。 西 ア
ジ ア 産 と の 見 解 が
ある貴重品です。

■ 追戸横穴墓群
　B地区 11号墳出土の須惠器

■ 中野横穴墓群
　C地区１号墳出土
　の須惠器
　左は湖西産の壺

追戸横穴墓群 B 地区遠景

（天平ろまん館に展示してあります。）

出土した土器 ( 縄文時代中頃 )

現在の長根貝塚

見つかった竪穴住居跡

貝層の分布（黄色の範囲）

長根貝塚のようす



露天風呂露天風呂

ドライサウナドライサウナ

涌
谷
か
ら
の「
お
も
て
な
し
」

奥州涌谷の郷土料理
おぼろ豆腐・おぼろ汁

軟らかく滑らかな食感の「おぼろ豆腐 」は、江戸時代末期に関西から来たお坊さん
が、お寺のわらじぬぎ場になっていた豆腐屋へ作り方、食べ方を伝授し、それが
地域に広まったと伝えられています。シイタケや油あげと一緒に煮る「おぼろ汁 」
は、涌谷の郷土料理として昔から親しまれています。おぼろ汁は令和5年度に文化
庁の100年フードに認定されました。

おぼろ豆腐販売店／�涌谷とうふ店・町内スーパー
おぼろ汁提供店／喜代松茶屋･だての里(要予約)・涌谷キッチン

焼きまんじゅう
涌谷太鼓
もち米の王様と言われる｢みやこがね
餅米 ｣ でずんだあんを大福のように包
み、表面を軽く焼き上げた焼きまん
じゅう、焼き風味の香ばしさとずんだ
あんがとても美味しく口にひろがりま
す。

株式会社�菅 食品
問☎0229-43-5555
 ［MAP］P8-4

唐辛子
各地各所の厳選した原料を独自の製造
工程で調合した唐辛子を販売してお
り、辛さの調節やオリジナルのパッ
ケージの作成も可能です。七味や一味
をはじめ、鰹節をベースとした武士蕃
椒は特に好評ですので、ぜひご賞味く
ださい。

一般社団法人　ALC
問☎0229-25-4415
 ［MAP］P10-5

金のいぶき
涌谷町産ブランド米として生産に力
を入れている玄米食専用米「 金のいぶ
き 」。一般の玄米より胚芽が大きく、
プチッとはじける独特の食感と玄米で
ありながら、もっちりとした炊き上が
りで冷めてもおいしく、白米同様に炊
飯できます。噛むほどに甘みが増し、
あと引くような旨みを感じられます。
ぜひご賞味ください。

新みやぎ農業協同組合
みどりの地区本部マーケティング室
問☎0229-87-3344

奥州涌谷
かりんとう
上質の小麦粉にゴマを混練し、サラダ
油で揚げて上品な三温糖で混ぜ込んだ
とても美味しいかりんとう。お子様か
らお年寄りまで、食べ出したらやめら
れないおいしさです。

村上菓子舗
問☎0229-43-2986
 ［MAP］P9-6

味噌・醤油
明治42年創業。社長は H27年度 ｢ 現
代の名工 ｣ に選ばれています。日本の
気候風土が生んだソウルフード、味
噌・醤油。『うまいといわれる商品づ
くり』をモットーに、ここ涌谷から発
信します。

川敬醸造株式会社
問☎0229-42-2073
 ［MAP］P9-7

わくやさま
純良なフレッシュバターと練り上げた白あ
んにくるみの風味を添え栄養極めて高く、
和洋の渾然とした独特の風味は郷土の御土
産としてまた御贈答品として好評です。

木村屋
問☎0229-43-2162
 ［MAP］P9-1

カスタードケーキ
ふわふわのスポンジの中に生クリームとカ
スタードクリームを合せたクリームがいっ
ぱい入っています。子供からお年寄りまで
愛されている、カスタードケーキです。

メモリー洋菓子店
問☎0229-43-5770
 ［MAP］P9-2

金色野菜ブランド
日本で初めて金が採れた町として、涌谷町で採れた黄色の野菜は、
全て「 金色野菜 」として発信していこうという取り組みをわくや産
直センター「 黄金の郷 」をはじめ、町内生産者と連携をしてブラン
ド化を進めています。
一部予約が必要なものもありますが、1年を通して旬の様々な金色
野菜が収穫され、わくや産直センター等で取り扱いをしています。
毎日の食卓に金色に輝く野菜をぜひ取り入れてみてください。

一般社団法人　AuBless（アウブレス）
問☎0229-87-5406

� 涌谷町観光ガイド

美
肌
効
果
の
あ
る
二
つ
の
源
泉
と 

二
種
類
の
ス
パ
が
楽
し
め
る

　

わ
く
や
天
平
の
湯
で
は
、
話
題
の

温
泉
ソ
ム
リ
エ
の
間
で
「
美
人
・
美

肌
泉
質
」と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
女

性
に
注
目
さ
れ
て
い
る
四
つ
の
泉
質

の
う
ち
、
二
つ
の
泉
質
が
湧
き
出
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
趣
の
異
な
る
和
風
と
洋
風

の
大
浴
場
は
男
女
日
替
わ
り
で
和
風

大
浴
場
に
は
ヒ
ノ
キ
風
呂
や
庭
園
が

つ
い
た
露
天
風
呂
、
サ
ウ
ナ
等
が
あ

り
、
洋
風
大
浴
場
に
は
打
た
せ
湯
、

寝
湯
、
季
節
風
呂
、
サ
ウ
ナ
も
完
備

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
風
呂
で
の
ん
び

り
湯
浴
み
が
楽
し
め
ま
す
。

　

シ
ャ
ン
プ
ー
と
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
が

浴
室
内
に
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
が
脱
衣
所

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す

天
平
の
湯
の
泉
質

【
一
号
源
泉
】 

無
色
透
明
、
無
味
無
臭
に
し
て

ア
ル
カ
リ
性
で
あ
る

【
二
号
源
泉
】

ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
・
硫
酸
塩

泉
無
色
透
明
に
し
て
食
塩
味
を

有
し
、
弱
ア
ル
カ
リ
性
で
あ
る

【
特
徴
】 

身
体
に
吸
収
し
や
す
い
ア
ル
カ

リ
成
分
が
肌
の
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に
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い

【
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神
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五
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関
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の
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わ
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帰
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人
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泉
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湯
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〈利用料金〉
区　分 終　日

入 館 料 金

大　人（ 高校生以上 ） 6 6 0 円

子ども（ 小学生以上 ） 3 3 0 円

シニア（ 6 5歳以上 ） 55 0 円（ 証明書要提示）

障がい者付添介助者 55 0 円（ 証明書要提示）

家族風呂
※入館料が別途かかります 1, 0 0 0 円／時間

レンタル料金
浴衣セット 3 0 0 円

（サムエ・洗顔タオル・バスタオル）

タオルセット 10 0 円
（洗顔タオル・バスタオル）

貸 室 料 金 交流室
（ 和室 ）

6 畳 5 0 0 円／時間

1 2 畳 8 0 0 円／時間

営業時間／10時～21時
休  館  日／ 毎週水曜日 

（祝日と重なった場合は翌日休業いたします）
アクセス／ 電車の方は、JR石巻線涌谷駅からタクシーで約5分、
　　　　　車の方は国道346号をご利用下さい。

〒987-0100 宮城県遠田郡涌谷町涌谷字中江南222　TEL0229-43-6330

〈その他の浴場 〉
◆洋風浴場
　・寝湯
　・うたせ湯
　・屋外ジャグジー
◆和風浴場
　・ヒノキ風呂
　・露天風呂
◆家族風呂（ 要予約 ）

〈その他の施設 〉
◆交流室
9部屋のほか研修室あり、ご家族・ご友人での
会食にもご利用いただけます。

わくや天平　湯
日帰り温泉
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は
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泉
の
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に
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に
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、
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・
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も
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、
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を
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く
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っ
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だ
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館
内
に
は
、
温
泉
の
他
に

小
劇
場
・
交
流
室
・
貸
切
風
呂
等

が
あ
り
ま
す
。

お
年
寄
り
や
、
車
椅
子
の
方
に
も

利
用
し
や
す
い
施
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と
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て
い
ま
す
。

あ
な
た
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で
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く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と
き
を
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っ
く
り
と
お
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だ
さ
い
。

和風浴場／檜風呂和風浴場／檜風呂

休憩コーナー（1F）休憩コーナー（1F）

涌谷竜文塗
古来秘法墨流しの流動美から色彩
と文様の調和を表した竜文塗が生
まれました。竜文塗に色彩の改良
を加えて「 涌谷竜文塗 」が誕生し
ました。

三塚漆器店
問☎0229-42-2531�
 ［MAP］P9-3

※改定により料金が変更になる場合があります

涌谷町観光ガイド �
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宮城県涌谷町
産業振興課

〒987-0192 遠田郡涌谷町字新町裏153 -2
TEL（0229）43-2119　FAX（0229）42-3313
URL :http://www.town.wakuya.miyagi.jp/
E-mail :gr-shoukou@town.wakuya.miyagi.jp
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